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106 早稲田教育評論　第 25 巻第１号
注
１）文部省大臣官房総務課編『歴代文部大臣式辞集』、（昭和44年）、P.117。
２）田坂文穂『明治時代の国語科教育』（東洋館、1969年）、真有澄香による『「読本」の研究近代日本
の女子教育』（おうふう、1995年）があり、修身教科書については小山静子の『良妻賢母という規
範』（勁草書房、2007年）、唐澤富太郎による第6巻『教科書の歴史―教科書と日本人の形成―（上）』
（ぎょうせい、平成元年）や蔵澄裕子による「近代女子道徳教育の歴史―良妻賢母と女性特論とい
う二つの位相―」（東京大学大学院教育学研究科教育学研究室紀要第34号、2008年）などがある。
また、食物教育史については江原絢子による『高等女学校における食物教育の形成と展開』、（雄
山閣、1998年）。
３）「全国高等女学校長会議」（『教育時論』）第五五七号、明治33年10月５日）参照。
４）文部省教育調査部調査資料第二輯『高等女学校関係法令の沿革』、（昭和16年）、pp.22-23。
５）文部省教育調査部調査資料第二輯『同前書』、p.23。
６）財団法人教科書研究センタ 『ー旧制中等学校教科内容の変遷』、（ぎょうせい、昭和59年）、p.249。
７）小山静子『良妻賢母という規範』、（勁草書房、2007年）、p.201。
８）高等女学校研究会『高等女学校資料集成』第10巻、（大空社、1989年）、p.1。
９）教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第四巻、（龍吟社、昭和14年）、pp.295 ～ 301。
10）文部省編纂訂正再版1902（明治35）年の『高等女学校用修身教科書』は、1902（明治35年４月に
巻一から巻四を発行し、1903（明治36）年３月に巻五を発行した。
11）井上哲次郎編1907（明治40）年の『高等女学校用修身教科書』は、1907（明治40）年１月に巻一
から巻四を発行し、同年12月に巻五を発行した。
12）文部省『高等女学校用修身教科書』巻一、（文学社、明治35年）、緒言。
13）井上哲次郎『訂正女子修身教科書』巻一、（金港堂、明治40年）、緒言。
14）文部省『高等女学校用修身教科書』巻二、（文学社、明治35年）、p.2。
15）文部省『高等女学校用修身教科書』巻五、（文学社、明治36年）、pp.33-34。
16）文部省『高等女学校用修身教科書』巻三、（文学社、明治35年）、p.1-2。
17）文部省『高等女学校用修身教科書』巻三、（文学社、明治35年）、pp.5-6。
18）文部省『高等女学校用修身教科書』巻三、（文学社、明治35年）、p.7。
19）文部省『高等女学校用修身教科書』巻三、（文学社、明治35年）、p.8。
20）文部省『高等女学校用修身教科書』巻二、（文学社、明治35年）、p.19。
21）文部省『高等女学校用修身教科書』巻四、（文学社、明治35年）、p.52。
22）文部省『高等女学校用修身教科書』巻一、（文学社、明治35年）、p.9。
23）井上哲次郎『訂正女子修身教科書』巻四、（金港堂、明治40年）、p.43。
24）井上哲次郎『訂正女子修身教科書』巻四、（金港堂、明治40年）、p.43。
25）唐沢富太郎『教科書の歴史―教科書と日本人の形成―（上）』、（ぎょうせい、平成元年９月）、p.347。
26）井上哲次郎『訂正女子修身教科書』巻四、（金港堂、明治40年）、p.69。
27）井上哲次郎『訂正女子修身教科書』巻四、（金港堂、明治40年）、p.71。
28）井上哲次郎『訂正女子修身教科書』巻四、（金港堂、明治40年）、pp.80-81。
29）この点について小山は、井上編修身教科書のもとになる1907年の文部省編纂『高等女学校用修身
教科書』について、「明治35年版にはそれほど明確でなかった、女の果たす家庭内役割を社会的・
国家的観点から価値づける考え方が登場している」と分析している。
30）小山静子『良妻賢母という規範』、p.203。
31）小山静子『良妻賢母という規範』、p.204。
32）文部省『高等女学校用修身教科書』巻一、（文学社、明治35年）、緒言。
